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⑧

ア 教科に関する調査結果

令和７年度 埼玉県学力・学習状況調査の結果１

○全ての学年・教科で、学年が上がるごとに、学力が着実に伸びている。

学年 小４ 小５ 小６ 中１ 中２ 中３ 学年 小４ 小５ 小６ 中１ 中２ 中３ 学年 中２ 中３

現中３ 17 18 21 22 22 24 現中３ 14 17 18 19 21 23 現中３ 25 28

現中２ 18 18 20 21 22 現中２ 15 16 17 17 21 現中２ 25

現中１ 16 19 19 22 現中１ 14 16 17 18 現中１

現小６ 16 17 19 現小６ 13 14 16 現小６

現小５ 14 17 現小５ 12 14 現小５

現小４ 14 現小４ 12 現小４

⇒ 今年度の数値 ⇒ 今年度の数値 ⇒ 今年度の数値

国語 算数・数学 英語

横に見ることで、

同一の集団の学力

の推移が分かる
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現小６ 16 17 19 現小６ 13 14 16 現小６

現小５ 14 17 現小５ 12 14 現小５

現小４ 14 現小４ 12 現小４

⇒ 今年度の数値 ⇒ 今年度の数値 ⇒ 今年度の数値

国語 算数・数学 英語

横に見ることで、

同一の集団の学力

の推移が分かる

※小４～中３で「学力のレベル」は、３６段階で設定している。

※表の数字は各学年の「学力のレベルの平均値」を表している。



⑧

授業のはじめに、「その授業でどんな学習をするか」（ねら
い）をつかんだ児童生徒ほど、授業の終わりに学んだことを振
り返り、「自分がわかったこと・わからなかったこと」を理解す
る傾向がある。
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「自分の考え方が変わったり、深まったりした」小４

グループ等で話し合い課題解決した経験のある児童生徒ほ
ど、話合いの結果、「自分の考え方が変わったり、深まったり
した」と回答した割合が高い傾向がある。

埼玉県教育長定例記者会見

「主体的な学び」についてわかったこと 「対話的な学び」についてわかったこと

イ 分析結果① 児童生徒質問調査からの分析

１：よくあった ２：ときどきあった ３ どちらともいえない
４：あまりなかった ５：ほとんどまたは全くなかった

１：よくあった ２：ときどきあった ３ どちらともいえない
４：あまりなかった ５：ほとんどまたは全くなかった

よくあった

なかった

１ ２ ３ ５４３２１ ４５ よくあった

なかった

令和７年度 埼玉県学力・学習状況調査の結果１



Ⅱ 令和７年度の調査結果・分析結果

⑤

埼玉県教育長定例記者会見

Ⅰ 見直しを行う児童生徒は、正答率が高い。

【自己効力感】
非認知能力の一つ。自分はそれが実行できるという期待や自信

Ⅱ ○作業方略の数値が高い児童生徒ほど、見直しを行っている。
 ○自己効力感の数値が高い児童生徒ほど、見直しを行っている。

見直しを習慣化させるために、作業方略や自己効力感を高める取組が重要

【作業方略】
学習方略の一つ。ノートに書く、声を出すといった、
作業を中心に学習を進める活動

⑨

児童生徒の「見直し時間」の状況と教科に関する調査項目について分析した結果

イ 分析結果② ＣＢＴ化による解答ログを用いた分析

さらに児童生徒質問調査との関係について分析した結果

令和７年度 埼玉県学力・学習状況調査の結果１



【令和７年度埼玉県学力・学習状況調査報告書】

第１章 調査の概要

第２章 調査結果の概要

第３章 調査結果の活用

第４章 特徴的な取組の紹介

第５章 その他

令和７年度版が公開されました

令和７年度 埼玉県学力・学習状況調査の結果１



「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた
授業改善

２



令和７年度全国学力・学習状況調査 都道府県・指定都市別ノート

https://www.mext.go.jp/content/20250930-mxt_chousa02-000043165-06.pdf

主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善２



https://www.nier.go.jp/kaihatsu/setsumeikai/r07setsumeikai/pdf/25eqn.pdf  

主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善２
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○ 単元ごとに育成したい資質・能力を明確にした上で、学習課題を工夫
し、全ての児童生徒が学習課題の解決に挑戦できる授業の構築

＜学習課題設定の工夫例＞

＜授業形態の工夫例＞

「１３－９の答えを求めましょう。」と単に引き算の答えを求めるのではなく、
「１３－９のような計算は、どのように考えたら答えが出るか考えよう。」と
投げかけ、答えに至るまでの多種多様な考え方を学ぶことで、桁が大きな引き
算や一問一答ではない、文章問題でも答えを求めることができるような考える
力を育成する。

県学調の結果を分析し、児童生徒個々の学力・学習方略・非認知能力を把握
した上で教員が意図的にグループやペアを設定する。
様々な学力層の児童生徒のグループを設定した場合、中・上位層の児童生徒

は下位層の児童生徒に説明をすることで学習内容を再確認したり、下位層の児
童生徒は解決方法を模倣したりすることで、学習課題の解決 につながる。

主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善２
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「自分が学んで身に付いたこと」「自身の変容」について児童生徒
が自分の言葉で振り返るようにする。

「はじめて書いた字と今日書いた字をくらべ
ました。『おれ』や『はね』の方向に気をつ
けて書くとよく書けるとわかり
ました。ノートや手紙を書く時
にも、『おれ』や『はね』に気
をつけて書いていきたいです。」

＜児童の振り返り(例)＞＜小学校書写における授業(例)＞

試書と比べて良くなった点から、
学習で身に付いたこと
や今後に生かすことな
どについて考えられる
ようにする。

学習したことの目的や意味を自分事として捉え、次の学習へつなげた
り、日常生活に生かしたりすることができるようにする。

＜振り返りの工夫例＞

主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善２



「主体的・対話的で深い学び」の視点による質問調査

授業実践 質問調査

共有・検討授業改善・検証

紙・端末

主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善２



２ 主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善



２

〈「主体的・対話的で深い学びの視点」による質問調査を活用した取組〉

各質問項目について（学力向上プロジェクト教員協議会にて）
〇質問項目２「授業の終わりに、子供たちが振り返る場面を設定したこと」
・振り返りの視点の設定をすること。（ただの感想にならないために。）
・先生にとっても子供にとっても何を書くかを明確にすることが大切。
・振り返ってもらいたいことが、黒板に残っているのかどうか。

〇質問項目６「対話等を通じて、多様な情報や考えを取集させたり、自分にはない異な
る考えの良さに気付かせたりしたこと」

・それぞれの考え方を否定せず（させず）、認め合いながらどの答えが問題解決に適し
ているかを考えさせる。

・切り返しの発問を行うことで子供の思考を深める。

主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善



２

〈「主体的・対話的で深い学びの視点」による質問調査を活用した取組〉

実施時期、回数
〇学期ごとに実施 複数回実施し、変容を確認
〇６月と２月に実施 取組の検証・さらなる改善へ
〇単元ごとに実施

方法等
〇フォームで実施することで、短い時間での調査を実施。集計や複数回の実施も容易になる。
〇これまで市町村や学校で実施しているアンケートに、本調査項目を追加して実施。
 調査に対する負担を軽減する。
〇２回目以降は、意識した項目について実施。取組を検証。

主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善
児童生徒の実感をもとにした授業づくり

主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善



「主体的・対話的で深い学び」の視点による質問調査

研修資料サイトに掲載されている資料

児童生徒用・教師用質問紙（word形式） 質問紙集計表（excel形式）

アンケート機能のあるアプリを
使えばすぐに集計できそう！

同じフォーマットで実施すれば
他校との合同研修もできそう！

行を増やして
３回目・４回目
も実施可能

振り返りを記入
して改善を
確かめる

義務教育指導課 研修用資料サイト
https://ecsweb.center.spec.ed.jp/gimushi/page_20240411093409

主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善２



参考資料

主体的・対話的で深い学び
の視点による質問調査

埼玉県学力・学習状況調査
「タップで実感 アップでスマイル」

令和７年度
埼玉県学力・学習状況調査報告書



主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善２



主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善２



１ 開催日時 令和８年２月４日（水）
  【第１部】 １３：２０～１４：１５（受付１３：００～）
  【第２部】 １４：３５～１６：３０（受付１４：２０～）

２ 開催方法 オンライン（Microsoft Teams ウェビナー）

３ 参加対象   【第１部】 県内小・中学校等校長、教頭、主幹教諭
（希望者）   各市町村教育委員会指導主事 等

  【第２部】 県内小・中学校等教員
  第１部の対象者

４ 内容

２

【御案内】アクションリサーチ成果報告会 アクションリサーチとは
「主体的・対話的で深い学び」の実現
のために、大学の専門家による指導・
助言を通して授業改善を図りながら、
効果的な指導のポイントを抽出し、そ
の成果を広く県内の教員に広め共
有・普及し、教員の指導力向上を図
る取組

R７ 対象教員８名
（国語 小２名,中２名、算数  小１名、
 数学  中１名、外国語 小１名,中１名）

対象管理職２名（小１名,中１名）

「主体的・対話的で深い学びの実現」に向けた授業改善



東部地区学力向上推進協議会

埼玉県マスコット「コバトン」「さいたまっち」

令和７年度

引き続き、児童生徒一人一人の
確かな学力の育成をお願いします
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